
講 演 会 の ご 案 内 
～災害後の心のケア 子どもへの接し方～ 

       
東北学院中学校・高等学校 

 
このたびの震災、未だに続く余震、そして福島原発の問題など、多くの方々が、今

なお非日常的な生活の中におられることと思います。子どもたちにとっても大変な経

験であったことでしょう。このような時、子供たちへの接し方や、心のケアについて考え

ることが必要と思われます。 
今回、本学では、各方面のご協力を頂き、臨床心理士として幅広く活動されている

本田恵子先生による講演会を下記の通り開催致します。多くの方々のご参加をお待

ちいたします。 
 

記 
 

演 題： 「災害後の心のケア ～子どもたちの SOS への理解と対応～」 
 
日 時： 平成 23 年 5 月 28 日（土） 受付 13 時 30 分～ 
                    挨拶 14 時 00 分～14 時 10 分 
                    講演 14 時 10 分～15 時 40 分 
                  質疑応答 15 時 40 分～16 時 00 分 
 
場 所： 東北学院中学校・高等学校 礼拝堂 （仙台市宮城野区小鶴字高野 123 番 1） 
 

※ 上履きを必ずご持参下さい。 
※ お車でのご来校はご遠慮ください。 

 
対 象： 小中高生を持つ保護者の皆様 
 

                                                                
 
本田恵子先生プロフィール 

早稲田大学教育学部教授・臨床心理士・学校心理士・特別教育支援士SV・包括的スクール

カウンセリング研究会代表。  
中学・高校の教師を経験したあと、カウンセリングの必要性を感じて渡米。特別支援教育、

危機介入法などを学び、カウンセリング心理学博士号取得。 
帰国後は、スクールカウンセラー・玉川大学人間学科助教授等を経て現職。 
学校、家庭、地域と連携しながら、児童・生徒を支援する包括的スクールカウンセリングをひ

ろめている。 
以前より NPO 団体の講演のため、年2 度ほど宮城県を訪れ、今回の災害後も、ラジオの全

国放送等をとおして、被災した子どもの心のケアの問題に取り組んでいる。 
                                                           


